
＜日商簿記 1級工業簿記ミニテスト 13＞標準原価計算の仕損 

＜平成 18年公認会計士短答式問題＞ 

 

 

 



＜考え方＞ 

 

原価標準→5,000円の製品を完成させるために 3％の仕損費を負担させる 

（仕損費＝仕損品原価－評価額評価額） 

（終点発生なので材料費も加工費も 100％の進捗率で計算） 

 

異常仕損費には正常仕損費を負担させない 

 

正常仕損数の算定→2,000×3％＝60個 ∴異常仕損数＝100個－60個 

 

製品の計算→仕損費を加えた金額で計算 

異常仕損費の計算→仕損費は加えないで計算 

月末・月初は通常通り計算 

 

修正パーシャルプランなので数量差異と加工費差異のみ仕掛品で計上 

 

＜解答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,200,000 

6,240,000 

4,735,940 

10,300,000 

 200,000 

240,000 

555,940 

880,000 


